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『
雨
の
牙
』
と
い
う
小
説
が
あ
る
。

『
雨
の
牙
』
と
い
う
小
説
が
あ
る
。

主
人
公
の
ジ
ョ
ン
・
レ
イ
ン
は
、

主
人
公
の
ジ
ョ
ン
・
レ
イ
ン
は
、

日
本
人
の
父
と
ア
メ
リ
カ
人
の

日
本
人
の
父
と
ア
メ
リ
カ
人
の

母
を
持
つ

母
を
持
つ

日
系
ア
メ
リ
カ
人
で
、

日
系
ア
メ
リ
カ
人
で
、

こ
の
小
説
に
対
し
て
、

こ
の
小
説
に
対
し
て
、

翻
訳
家
で
あ
り
、

翻
訳
家
で
あ
り
、

ま
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
も
あ
る

ま
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
も
あ
る

マ
ー
ク
・
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
は
、

マ
ー
ク
・
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
は
、

次
の
よ
う
に
書
評
を
書
い
た
。

次
の
よ
う
に
書
評
を
書
い
た
。

Ｃ
Ｉ
Ａ
工
作
員
で
あ
り
、

Ｃ
Ｉ
Ａ
工
作
員
で
あ
り
、

そ
し
て

そ
し
て

暗
殺
者
で
も
あ
っ
た
。

暗
殺
者
で
も
あ
っ
た
。

東
京
は
、
電
話
が
盗
聴
さ
れ
、

東
京
は
、
電
話
が
盗
聴
さ
れ
、

ス
パ
イ
が
銃
を
撃
ち
合
い
、

ス
パ
イ
が
銃
を
撃
ち
合
い
、

電
車
に
乗
る
時
に
は

電
車
に
乗
る
時
に
は

必
ず
自
分
の
背
後
を

必
ず
自
分
の
背
後
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
る

確
認
す
る
必
要
が
あ
る

危
険
な
街
で
あ
る
。

危
険
な
街
で
あ
る
。

こ
れ
は
真
実
で
あ
る
。

こ
れ
は
真
実
で
あ
る
。 22



平
穏
に
暮
し
て
い
る
と
、

平
穏
に
暮
し
て
い
る
と
、

東
京
は
安
全
な
街
に
見
え
る
が
、

東
京
は
安
全
な
街
に
見
え
る
が
、

真
実
は
違
う
。

真
実
は
違
う
。

た
と
え
ば
２
０
０
８
年
９
月
、

た
と
え
ば
２
０
０
８
年
９
月
、

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

に
よ
る
不
況
が

に
よ
る
不
況
が

ま
だ
後
を
引
い
て
い
た
当
時
、

ま
だ
後
を
引
い
て
い
た
当
時
、

中
川
昭
一
財
務
大
臣
は
、

中
川
昭
一
財
務
大
臣
は
、

次
の
よ
う
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

次
の
よ
う
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

に
向
け
て
猛
抗
議
し
た
。

に
向
け
て
猛
抗
議
し
た
。

日
本
は
黙
っ
た
ま
ま
、

世
界
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー

に
な
る
つ
も
り
は
な
い
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『
産
経
新
聞
』
の
特
別
記
者
の

『
産
経
新
聞
』
の
特
別
記
者
の

田
村
秀
男
た
だ
一
人
で
あ
っ
た
。

田
村
秀
男
た
だ
一
人
で
あ
っ
た
。

こ
の
や
り
取
り
を

こ
の
や
り
取
り
を

日
本
人
で
見
て
い
た
の
は
、

日
本
人
で
見
て
い
た
の
は
、

中
川
財
務
大
臣
は

中
川
財
務
大
臣
は

酩
酊
会
見
を
行
っ
て
、

酩
酊
会
見
を
行
っ
て
、

大
臣
を
辞
任
す
る
。

大
臣
を
辞
任
す
る
。

猛
抗
議
の
翌
年

猛
抗
議
の
翌
年

２
０
０
９
年
３
月
３
日
、

２
０
０
９
年
３
月
３
日
、

酩
酊
会
見
か
ら
わ
ず
か
七
カ
月
後
、

酩
酊
会
見
か
ら
わ
ず
か
七
カ
月
後
、

中
川
元
財
務
大
臣
は

中
川
元
財
務
大
臣
は

自
宅
で
謎
の
死
を
遂
げ
た
。

自
宅
で
謎
の
死
を
遂
げ
た
。
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実
は
先
の
敗
戦
以
来
、
日
本
は
、

実
は
先
の
敗
戦
以
来
、
日
本
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー

キ
ャ
ッ
シ
ュ
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
な
の
だ
。

な
の
だ
。

そ
れ
は
私
た
ち
が

そ
れ
は
私
た
ち
が

い
つ
の
間
に
か

い
つ
の
間
に
か
Ａ
Ｔ
Ｍ

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
あ
っ
た
、

で
あ
っ
た
、

と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
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赤
字
国
債
（
借
金

赤
字
国
債
（
借
金))

を
発
行
し
て
、

を
発
行
し
て
、

さ
ら
に
約
５
０
兆
円
を
準
備
し
て
、

さ
ら
に
約
５
０
兆
円
を
準
備
し
て
、

予
算
を
組
ん
で
い
る
。

予
算
を
組
ん
で
い
る
。

た
と
え
ば
我
々
日
本
人
が

た
と
え
ば
我
々
日
本
人
が

見
せ
ら
れ
て
い
る
国
家
予
算
は
、

見
せ
ら
れ
て
い
る
国
家
予
算
は
、

「
一
般
会
計
」
と
い
う
も
の
で
、

「
一
般
会
計
」
と
い
う
も
の
で
、

こ
れ
は
１
０
０
兆
円
程
度
だ
。

こ
れ
は
１
０
０
兆
円
程
度
だ
。国

民
か
ら
集
め
ら
れ
る

国
民
か
ら
集
め
ら
れ
る

約
５
０
兆
円
の
税
収
で
は
、

約
５
０
兆
円
の
税
収
で
は
、

足
り
な
い
か
ら

足
り
な
い
か
ら
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し
か
し
実
は

し
か
し
実
は

そ
の
「
一
般
会
計
」
の
奥
に
、

そ
の
「
一
般
会
計
」
の
奥
に
、

４
０
０
兆
円
に
も
な
る

４
０
０
兆
円
に
も
な
る

「
特
別
会
計
」

「
特
別
会
計
」
が
あ
る
。

が
あ
る
。

「
一
般
会
計
」
と
「
特
別
会
計
」
は
、

「
一
般
会
計
」
と
「
特
別
会
計
」
は
、

複
雑
に
重
複
し
て
い
る
た
め
、

複
雑
に
重
複
し
て
い
る
た
め
、

実
際
の
日
本
の
国
家
予
算
は
、

実
際
の
日
本
の
国
家
予
算
は
、

約
２
７
０
兆
円

約
２
７
０
兆
円
ほ
ど
で
あ
る
。

ほ
ど
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
「
特
別
会
計
」
は
、

し
か
し
こ
の
「
特
別
会
計
」
は
、

財
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

財
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

国
会
で
き
ち
ん
と

国
会
で
き
ち
ん
と

議
論
さ
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。

議
論
さ
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
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２
０
０
１
年
に
民
主
党
の

２
０
０
１
年
に
民
主
党
の

石
井
紘
基
議
員
が
、

石
井
紘
基
議
員
が
、

宮
澤
喜
一
財
務
大
臣
に
、

宮
澤
喜
一
財
務
大
臣
に
、

こ
う
質
問
し
た
。

こ
う
質
問
し
た
。

特
別
会
計
が

い
く
ら
く
ら
い
あ
る
か

知
っ
て
い
る
か
？

情
け
な
い
こ
と
に

情
け
な
い
こ
と
に

宮
沢
財
務
大
臣
は
、

宮
沢
財
務
大
臣
は
、

「
特
別
会
計
」
を

「
特
別
会
計
」
を

把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。

把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。

一
度
、

お
調
べ
ま
し
て
・
・
・

彼
は
死
の
直
前
、

彼
は
死
の
直
前
、

「
近
々
、

「
近
々
、

  

日
本
が
ひ
っ
く
り
返
る
ほ
ど

日
本
が
ひ
っ
く
り
返
る
ほ
ど

  

重
大
な
こ
と
を
発
表
す
る
」

重
大
な
こ
と
を
発
表
す
る
」

と
語
っ
て
い
た
と
い
う
。

と
語
っ
て
い
た
と
い
う
。

石
井
議
員
は

石
井
議
員
は

「
特
別
会
計
の
闇

「
特
別
会
計
の
闇
」」をを

国
会
で
暴
こ
う
と
し
て
、

国
会
で
暴
こ
う
と
し
て
、

そ
の
３
日
前
の

そ
の
３
日
前
の

２
０
０
２
年

２
０
０
２
年
1010
月月
2525
日日
、、

殺
害
殺
害
さ
れ
た
。

さ
れ
た
。
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２
０
１
６
年
の

２
０
１
６
年
の

『
報
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』、

『
報
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』、

降
板
が
決
ま
っ
た
古
舘
伊
知
郎
の

降
板
が
決
ま
っ
た
古
舘
伊
知
郎
の

最
後
の
ゲ
ス
ト
は
、

最
後
の
ゲ
ス
ト
は
、

み
の
も
ん
た
だ
っ
た
。

み
の
も
ん
た
だ
っ
た
。

日
本
の
国
家
予
算
は

８
０
兆
円
と
か
、

答
え
る
じ
ゃ
ん
。

そ
の
裏
に
２
０
０
兆
円
の

特
別
会
計
！

特
別
会
計
！
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我
々
一
般
国
民
が
、

ま
っ
た
く
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、

二
百
数
十
兆
円
と
い
う

お
金
が
、

自
在
に
各
省
庁
の
お
役
人
が
、

使
っ
て
た
と
思
っ
た
ら
、

許
せ
な
い
！

な
に
こ
れ
！

こ
ん
な
バ
カ
な
国
だ
っ
た
の
か
、

申
し
訳
な
い
け
れ
ど
も
、

公
認
会
計
士
と
言
わ
れ
る
人

十
人
を
国
会
に
送
り
込
ん
で
、

特
別
会
計
を
調
査
し
た
い
、

「
と
ん
で
も
な
い
」
っ
て

ク
レ
ー
ム
が
来
ま
し
た
。

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
。

そ
の
後
、
み
の
も
ん
た
は
、

そ
の
後
、
み
の
も
ん
た
は
、

古
館
伊
知
郎
と
共
に
、

古
館
伊
知
郎
と
共
に
、

テ
レ
ビ
か
ら
姿
を
消
し
た
。

テ
レ
ビ
か
ら
姿
を
消
し
た
。

国
会
で
も
、
テ
レ
ビ
で
も
、

取
り
上
げ
ら
れ
な
い
日
本
の
税
金
、

特
別
会
計
二
百
数
十
兆
円
。
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本
名
は
「

本
名
は
「
尹尹い

ん
は
く
す
い

い
ん
は
く
す
い

白
水
白
水
」
と
い
う

」
と
い
う

在
日
朝
鮮
人
で
あ
る
。

在
日
朝
鮮
人
で
あ
る
。

石
井
議
員
を
殺
し
た
の
は
、

石
井
議
員
を
殺
し
た
の
は
、

指
定
暴
力
団
系
の
右
翼
団
体
の

指
定
暴
力
団
系
の
右
翼
団
体
の

通
名
「
伊
藤
白
水
」、

通
名
「
伊
藤
白
水
」、

「
刑
務
所
送
り
と
な
っ
た
尹
は
、

「
刑
務
所
送
り
と
な
っ
た
尹
は
、

２
０
１
０
年

２
０
１
０
年
1010
月
に
月
に

放
送
さ
れ
た

放
送
さ
れ
た

テ
レ
ビ
朝
日
の
報
道
番
組

テ
レ
ビ
朝
日
の
報
道
番
組

『
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
宣
言

『
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
宣
言  

石
井
紘
基
議
員
殺
害
事
件
の
真
相
』

石
井
紘
基
議
員
殺
害
事
件
の
真
相
』

の
中
で
明
確
に
、

の
中
で
明
確
に
、

「
最
初
に
３
０
０
０
万
円

「
最
初
に
３
０
０
０
万
円

次
に
１
５
０
０
万
円
も
ら
っ
て

次
に
１
５
０
０
万
円
も
ら
っ
て

殺
害
を
頼
ま
れ
た
」
と
答
え
た
。

殺
害
を
頼
ま
れ
た
」
と
答
え
た
。
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つ
ま
り
尹
白
水
は

つ
ま
り
尹
白
水
は

確
実
に
ヒ
ッ
ト
マ
ン

確
実
に
ヒ
ッ
ト
マ
ン((

殺
し
屋

殺
し
屋))

だ
っ
た
わ
け
だ
。

だ
っ
た
わ
け
だ
。

問
題
な
の
は
、

問
題
な
の
は
、

「
尹
を
雇
っ
て
金
を
払
っ
て

「
尹
を
雇
っ
て
金
を
払
っ
て

雇
っ
た
の
は
誰
な
の
か
？
」

雇
っ
た
の
は
誰
な
の
か
？
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

米
国
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

米
国
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
カ
プ
ラ
ン
と

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
カ
プ
ラ
ン
と

ア
レ
ッ
ク
・
デ
ュ
ブ
ロ
は

ア
レ
ッ
ク
・
デ
ュ
ブ
ロ
は

１
９
８
６
年
に

１
９
８
６
年
に

日
本
の
ヤ
ク
ザ
と

日
本
の
ヤ
ク
ザ
と

右
翼
を
テ
ー
マ
に
し
た

右
翼
を
テ
ー
マ
に
し
た

『
Ｙ
ａ
ｋ
ｕ
ｚ
ａ
』

『
Ｙ
ａ
ｋ
ｕ
ｚ
ａ
』

と
い
う
本
を
出
版
し
た
。

と
い
う
本
を
出
版
し
た
。

そ
の
書
籍
の
中
で
彼
は
、

そ
の
書
籍
の
中
で
彼
は
、

次
の
よ
う
な
衝
撃
的
事

次
の
よ
う
な
衝
撃
的
事

実
を
述
べ
て
い
る
。

実
を
述
べ
て
い
る
。

1 21 2



さ
ら
に
ヤ
ク
ザ
が
不
法
に

さ
ら
に
ヤ
ク
ザ
が
不
法
に

勢
力
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る

勢
力
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る

そ
の
動
き
を
黙
認
し
た
り

そ
の
動
き
を
黙
認
し
た
り

助
長
し
た
り
も
し
て
き
た
。

助
長
し
た
り
も
し
て
き
た
。

つ
ま
り
戦
後
の
ヤ
ク
ザ
は

つ
ま
り
戦
後
の
ヤ
ク
ザ
は

ア
メ
リ
カ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
。

こ
れ
が
本
書
を
書
く
動
機
で
あ
っ
た
。

こ
れ
が
本
書
を
書
く
動
機
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
証
明
す
る
証
拠
や
資
料
は
、

こ
れ
を
証
明
す
る
証
拠
や
資
料
は
、

米
国
立
公
文
書
館
の
機
密
解
除
文
書

米
国
立
公
文
書
館
の
機
密
解
除
文
書

か
ら
得
た
。

か
ら
得
た
。

戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
軍
は
、

戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
軍
は
、

地
主
制
度
、
財
閥
、
軍
部
と
共
に
、

地
主
制
度
、
財
閥
、
軍
部
と
共
に
、

ヤ
ク
ザ
も
解
体
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

ヤ
ク
ザ
も
解
体
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

し
か
し
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
軍
は

し
か
し
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
軍
は

そ
れ
を
せ
ず
に
、

そ
れ
を
せ
ず
に
、

ヤ
ク
ザ
の
社
会
的
な
存
在
を

ヤ
ク
ザ
の
社
会
的
な
存
在
を

容
認
す
る
と
共
に
、

容
認
す
る
と
共
に
、
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し
か
し
な
ぜ
Ｇ
Ｈ
Ｑ

し
か
し
な
ぜ
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
実
質
は
米
国
）

（
実
質
は
米
国
）
は
、
は
、

地
主
制
度
、
財
閥
、
軍
部
は

地
主
制
度
、
財
閥
、
軍
部
は

解
体
し
た
と
い
う
の
に
、

解
体
し
た
と
い
う
の
に
、

あ
え
て
ヤ
ク
ザ
は
解
体

あ
え
て
ヤ
ク
ザ
は
解
体

し
な
か
っ
た
の
か
？

し
な
か
っ
た
の
か
？

ヒ
ッ
ト
マ
ン

ヒ
ッ
ト
マ
ン
をを

  

飛
ば
す
た
め
だ
ろ
う
。

飛
ば
す
た
め
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
お
そ
ら
く
、

そ
れ
は
お
そ
ら
く
、

植
民
地
日
本
の
中
で
、

植
民
地
日
本
の
中
で
、

中
川
財
務
大
臣
や

中
川
財
務
大
臣
や

石
井
議
員
の
よ
う
な

石
井
議
員
の
よ
う
な

生
意
気
な
政
治
家
、

生
意
気
な
政
治
家
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
が

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
が

現
れ
た
ら
、

現
れ
た
ら
、
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そ
の
た
め
に
、

そ
の
た
め
に
、

「
な
ぜ
在
日
朝
鮮
人
の

「
な
ぜ
在
日
朝
鮮
人
の

  

暴
力
団
員
で
あ
る
尹
白
水
が

暴
力
団
員
で
あ
る
尹
白
水
が

  

右
翼
構
成
員
を

右
翼
構
成
員
を

  

標
榜
す
る
の
か
」

標
榜
す
る
の
か
」

と
、
疑
問
に
思
わ
れ
る

と
、
疑
問
に
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。

か
も
し
れ
な
い
。

多
く
の
日
本
人
に
と
っ
て

多
く
の
日
本
人
に
と
っ
て

「
右
翼
」
と
い
う
も
の
は

「
右
翼
」
と
い
う
も
の
は

「
愛
国
者
」
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

「
愛
国
者
」
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
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１
９
６
０
年
代
、

１
９
６
０
年
代
、

警
視
庁
と
各
県
警
本
部
は
、

警
視
庁
と
各
県
警
本
部
は
、

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」に
向
け
て
、

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」に
向
け
て
、

「
治
安
改
善
」
を
目
的
に

「
治
安
改
善
」
を
目
的
に

「
暴
力
団
壊
滅
作
戦
」
を
行
っ
た
。

「
暴
力
団
壊
滅
作
戦
」
を
行
っ
た
。

暴
力
団
の
資
金
源
を
断
ち
、

暴
力
団
の
資
金
源
を
断
ち
、

暴
力
団
の
幹
部
の
検
挙
を

暴
力
団
の
幹
部
の
検
挙
を

徹
底
的
に
行
っ
た

徹
底
的
に
行
っ
た

「
頂
上
作
戦
」と
い
う
も
の
で
あ
る
。

「
頂
上
作
戦
」と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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証
拠
資
料
か
ら
も
、

証
拠
資
料
か
ら
も
、

自
民
党
の
岸
信
介
、

自
民
党
の
岸
信
介
、

『
日
本
テ
レ
ビ
』

『
日
本
テ
レ
ビ
』

初
代
オ
ー
ナ
ー

初
代
オ
ー
ナ
ー

正
力
松
太
郎
、

正
力
松
太
郎
、

右
翼
の
大
物
の
児
玉
誉
士
夫
、

右
翼
の
大
物
の
児
玉
誉
士
夫
、

彼
ら
が
、

彼
ら
が
、

Ｃ
Ｉ
Ａ
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で

Ｃ
Ｉ
Ａ
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で

あ
っ
た
こ
と
は
消
せ
な
い

あ
っ
た
こ
と
は
消
せ
な
い

歴
史
的
事
実
で
あ
る
。

歴
史
的
事
実
で
あ
る
。

暴
力
団
の
一
部
は
、

暴
力
団
の
一
部
は
、

右
翼
団
体
を
標
榜
し
始
め
た
。

右
翼
団
体
を
標
榜
し
始
め
た
。

オ
レ
は

Ｃ
Ｉ
Ａ
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
だ

Ｃ
Ｉ
Ａ
の
文
書
で
は
、

Ｃ
Ｉ
Ａ
の
文
書
で
は
、

「
嘘
つ
き
」、「
ギ
ャ
ン
グ
」、

「
嘘
つ
き
」、「
ギ
ャ
ン
グ
」、

「
ペ
テ
ン
師
」、「
泥
棒
」
と

「
ペ
テ
ン
師
」、「
泥
棒
」
と

こ
っ
ぴ
ど
く

こ
っ
ぴ
ど
く

コ
キ
お
ろ
さ
れ
て
い
る
。

コ
キ
お
ろ
さ
れ
て
い
る
。

す
る
と
当
時
の
右
翼
の
大
物
で
、

す
る
と
当
時
の
右
翼
の
大
物
で
、

な
お
か
つ
Ｃ
Ｉ
Ａ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

な
お
か
つ
Ｃ
Ｉ
Ａ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

で
あ
っ
た

で
あ
っ
た

児
玉
誉
士
夫
の
手
引
き
の
も
と
、

児
玉
誉
士
夫
の
手
引
き
の
も
と
、

児
玉
誉
士
夫

児
玉
誉
士
夫
は
、
は
、

そ
う
自
慢
し
て
い
た
し
、

そ
う
自
慢
し
て
い
た
し
、

ま
た
公
開
さ
れ
た

ま
た
公
開
さ
れ
た
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ど
う
や
ら

ど
う
や
ら

「
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
」
も
、

「
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
」
も
、

ヤ
ツ
ラ
に
よ
っ
て
、

ヤ
ツ
ラ
に
よ
っ
て
、

仕
掛
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

仕
掛
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

「
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
」
と
は
、

「
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
」
と
は
、

航
空
機
製
造
会
社
『
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
』
が
、

航
空
機
製
造
会
社
『
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
』
が
、

自
社
の
製
品
の
販
売
を
目
的
に
、

自
社
の
製
品
の
販
売
を
目
的
に
、

日
本
の
政
界
や
財
界
に
対
し
て
、

日
本
の
政
界
や
財
界
に
対
し
て
、

多
額
の
賄
賂
を
贈
っ
た
と
さ
れ
る

多
額
の
賄
賂
を
贈
っ
た
と
さ
れ
る

汚
職
事
件
の
こ
と
で
あ
り
、

汚
職
事
件
の
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
事
件
に
よ
っ
て
田
中
角
栄
は
、

こ
の
事
件
に
よ
っ
て
田
中
角
栄
は
、

日
本
の
政
界
の
表
舞
台
か
ら

日
本
の
政
界
の
表
舞
台
か
ら

徐
々
に
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。

徐
々
に
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。
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ｏ
ｆ　

ｃ
ｏ
ｕ
ｒ
ｓ
ｅ

ｏ
ｆ　

ｃ
ｏ
ｕ
ｒ
ｓ
ｅ

　
　
　
（
も
ち
ろ
ん
）

　
　
　
（
も
ち
ろ
ん
）

韓
国
系
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

韓
国
系
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

ジ
ュ
リ
ー
・
ム
ー
ン

ジ
ュ
リ
ー
・
ム
ー
ン
（
文
明
子
氏
）

（
文
明
子
氏
）
は
、
は
、

ア
メ
リ
カ
の
政
治
家
、

ア
メ
リ
カ
の
政
治
家
、

政
治
学
者
で
も
あ
る

政
治
学
者
で
も
あ
る

ヘ
ン
リ
ー
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
に
、

ヘ
ン
リ
ー
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
に
、

こ
う
質
問
し
た
。

こ
う
質
問
し
た
。

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
は

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
は

貴
方
が
仕
掛
け
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
？

貴
方
が
仕
掛
け
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
？

す
る
と
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は

す
る
と
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は

さ
ら
に
こ
う
続
け
た
と
い
う
。

さ
ら
に
こ
う
続
け
た
と
い
う
。

田
中
は
生
意
気
だ
。

田
中
は
生
意
気
だ
。

ア
メ
リ
カ
の
手
の
中
で

ア
メ
リ
カ
の
手
の
中
で

中
国
と
の
国
交
を
正
常
化

中
国
と
の
国
交
を
正
常
化

さ
せ
る
な
ら
ば
ま
だ
し
も
、

さ
せ
る
な
ら
ば
ま
だ
し
も
、

ア
メ
リ
カ
を
差
し
置
い
て

ア
メ
リ
カ
を
差
し
置
い
て

国
交
を
正
常
化
さ
せ
る
と
は
、

国
交
を
正
常
化
さ
せ
る
と
は
、

田
中
く
ら
い
は

田
中
く
ら
い
は

い
く
ら
で
も
変
え
ら
れ
る
。

い
く
ら
で
も
変
え
ら
れ
る
。

２
０
１
６
年
、

２
０
１
６
年
、

元
大
臣
の
石
井
一
氏
も

元
大
臣
の
石
井
一
氏
も

書
籍
『
冤
罪
』
書
籍
を
書
い
て
い
る
。

書
籍
『
冤
罪
』
書
籍
を
書
い
て
い
る
。

オ
ヤ
ジ

オ
ヤ
ジ
（
田
中
角
栄
）

（
田
中
角
栄
）
はは

ワ
ナ
に
は
め
ら
れ
た
。

ワ
ナ
に
は
め
ら
れ
た
。

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
は
冤
罪
だ
っ
た

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
は
冤
罪
だ
っ
た
。。
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く
だ
ら
な
い
陰
謀
論
や

く
だ
ら
な
い
陰
謀
論
や

都
市
伝
説
を
信
じ
る
よ
う
な
、

都
市
伝
説
を
信
じ
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
人
物
で
は
な
い
。

そ
ん
な
人
物
で
は
な
い
。

東
大
を
卒
業
さ
れ
、

東
大
を
卒
業
さ
れ
、

多
摩
大
学
の
名
誉
教
授
で
も
あ
る

多
摩
大
学
の
名
誉
教
授
で
も
あ
る

政
治
評
論
家
の
日
下
公
人
氏
は
、

政
治
評
論
家
の
日
下
公
人
氏
は
、

そ
の
彼
が
、

そ
の
彼
が
、

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
、

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
、

『
自
主
防
衛
を
急
げ
！
日
本
人
の
覚
悟
』

『
自
主
防
衛
を
急
げ
！
日
本
人
の
覚
悟
』

と
い
う
書
籍
の
１
０
３
ペ
ー
ジ
で
、

と
い
う
書
籍
の
１
０
３
ペ
ー
ジ
で
、

こ
う
述
べ
て
い
る
。

こ
う
述
べ
て
い
る
。

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
退
官
後
、

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
退
官
後
、

１
回
５
０
０
万
円
く
ら
い
で

１
回
５
０
０
万
円
く
ら
い
で

講
演
を
た
く
さ
ん
し
た
が
、

講
演
を
た
く
さ
ん
し
た
が
、

一
番
人
気
が
あ
っ
た
題
目
は

一
番
人
気
が
あ
っ
た
題
目
は

「
日
本
か
ら
儲
け
る
方
法
」

「
日
本
か
ら
儲
け
る
方
法
」

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
答
え
は

そ
の
答
え
は
「
ま
ず
殴
れ

「
ま
ず
殴
れ｣｣

で
、
で
、

そ
の
理
由
は

そ
の
理
由
は

「
日
本
人
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

「
日
本
人
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

ば
か
り
だ
か
ら

ば
か
り
だ
か
ら

自
分
の
意
見
が
な
く
て
、

自
分
の
意
見
が
な
く
て
、
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殴
れ
ば
新
し
い
カ
ー
ド
を

殴
れ
ば
新
し
い
カ
ー
ド
を

出
し
て
く
る
。

出
し
て
く
る
。

殴
ら
な
い
と
時
間
稼
ぎ
を
す
る
」

殴
ら
な
い
と
時
間
稼
ぎ
を
す
る
」

だ
そ
う
で
す
。

だ
そ
う
で
す
。

そ
し
て
そ
の
他
の
多
く
の

そ
し
て
そ
の
他
の
多
く
の

政
治
家
た
ち
が
、

政
治
家
た
ち
が
、

消
さ
れ
て
き
た
わ
け
だ
。

消
さ
れ
て
き
た
わ
け
だ
。

「
ま
ず
殴
る
」

「
ま
ず
殴
る
」

そ
ん
な
考
え
の
も
と
に
、

そ
ん
な
考
え
の
も
と
に
、

田
中
角
栄
は
失
脚
し
、

田
中
角
栄
は
失
脚
し
、
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実
は
こ
こ
こ
そ
が
、

実
は
こ
こ
こ
そ
が
、

日
本
の
権
力
の
中
枢
で
あ
る
。

日
本
の
権
力
の
中
枢
で
あ
る
。

「
日
米
合
同
委
員
会
」

「
日
米
合
同
委
員
会
」

「『
日
米
合
同
委
員
会
』
で

「『
日
米
合
同
委
員
会
』
で

決
定
し
た
こ
と
は
、

決
定
し
た
こ
と
は
、

日
本
の
国
会
、
内
閣
、
裁
判
所
の

日
本
の
国
会
、
内
閣
、
裁
判
所
の

三
権
を
超
越
し
、

三
権
を
超
越
し
、

『
日
銀
』
を
も
動
か
し
て
い
る
」

『
日
銀
』
を
も
動
か
し
て
い
る
」

と
言
わ
れ
て
い
る
。

と
言
わ
れ
て
い
る
。
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石
井
紘
基
の
暗
殺
の
真
相
は
、

石
井
紘
基
の
暗
殺
の
真
相
は
、

未
だ
に
明
ら
か
に
な
ら
ず
、

未
だ
に
明
ら
か
に
な
ら
ず
、

で
は
な
ぜ
田
中
角
栄
は

で
は
な
ぜ
田
中
角
栄
は

逮
捕
さ
れ
て
、

逮
捕
さ
れ
て
、

中
川
昭
一
は
、

中
川
昭
一
は
、

謎
の
酩
酊
会
見
を
行
い
、

謎
の
酩
酊
会
見
を
行
い
、

そ
の
半
年
後
に

そ
の
半
年
後
に

亡
く
な
っ
た
の
か
？

亡
く
な
っ
た
の
か
？

実
は
こ
う
し
て
い
る
今
も
、

実
は
こ
う
し
て
い
る
今
も
、

日
本
に
対
し
て

日
本
に
対
し
て

内
政
干
渉
が
行
わ
れ
て
い
る
。

内
政
干
渉
が
行
わ
れ
て
い
る
。

い
く
ら
な
ん
で
も

い
く
ら
な
ん
で
も

裁
判
所
か
ら
内
閣
、

裁
判
所
か
ら
内
閣
、

国
会
ま
で
動
か
す
な
ん
て

国
会
ま
で
動
か
す
な
ん
て

信
じ
ら
れ
な
い
！

信
じ
ら
れ
な
い
！

そ
う
考
え
て
当
然
だ
が
、

そ
う
考
え
て
当
然
だ
が
、

日
本
は
先
の
敗
戦
以
来
、

日
本
は
先
の
敗
戦
以
来
、

　
　

金
融
的
植
民
地

　
　

金
融
的
植
民
地
で
あ
る
。

で
あ
る
。 2 32 3



そ
し
て
次
に
、
日
本
人
が

知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
、

な
ら
な
い
こ
と
は
、

貧
し
い
国
の

人
々
の
心
の
中
に
は
、

「
豊
か
な
国
で
暮
ら
し
た
い
」

と
い
う
想
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
の
生
活
か
ら

抜
け
出
し
た
い
…

彼
ら
は
日
本
に
来
た
い
の
だ
。

彼
ら
は
日
本
に
来
た
い
の
だ
。

た
と
え
…

ど
ん
な
こ
と
を

し
て
で
も
…
！

そ
し
て
日
本
に
は
今
、

そ
し
て
日
本
に
は
今
、

「
移
民
問
題
」
が
発
生
し
て
い
る
。

「
移
民
問
題
」
が
発
生
し
て
い
る
。
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た
と
え
ば

数
年
前
に
開
催
さ
れ
た

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
で
、

外
国
人
が
出
場
選
手
と
し
て

日
本
に
や
っ
て
き
て
も
、

「
日
本
で
働
き
た
い
」

と
メ
モ
を
残
し
て
、

行
方
不
明
と
な
る
と
い
う

出
来
事
が
あ
っ
た
が
、

実
は
そ
う
し
た
こ
と
は
、

昔
か
ら
ず
っ
と

起
き
続
け
て
い
る
。

母
国
の
生
活
は

苦
し
過
ぎ
る
…
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私
た
ち
に
と
っ
て
は

見
慣
れ
た
風
景
で
も
、

世
界
の
方
々
、

特
に
貧
し
い
後
進
国
の

方
々
か
ら
す
れ
ば
、

同
じ
人
間
と
し
て
、

そ
の
貧
し
い
国
の

人
々
の
気
持
ち
は
分
か
る
。

日
本
は
今
な
お

日
本
は
今
な
お

「
夢
の
国
」

「
夢
の
国
」
な
の
だ
。

な
の
だ
。
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し
か
し

も
し
も
貧
し
い
国
の
人
々
を

イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ツ
の
よ
う
に

す
べ
て
受
け
入
れ
た
ら
、

い
ず
れ
日
本
そ
の
も
の
が
滅
び
る
。

い
ず
れ
日
本
そ
の
も
の
が
滅
び
る
。

侵
略
の

意
志
を
持
つ

国
家
に
よ
っ
て
、

日
本
は
犯
罪
が

激
増
す
る
の
み

な
ら
ず
、

伝
統
文
化
が

破
壊
さ
れ
る
の

み
な
ら
ず
、
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な
ぜ
な
ら

日
本
と
世
界
の
国
々
で
は
、

教
育
レ
ベ
ル
も
、

道
徳
・
倫
理
観
も

大
き
く
異
な
る
か
ら
だ
。
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た
と
え
ば

た
と
え
ば

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
殺
人
件
数
は
、

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
殺
人
件
数
は
、

日
本
の

日
本
の
９
４
倍

９
４
倍
で
あ
り
、

で
あ
り
、

誘
拐
事
件
に
い
た
っ
て
は
、

誘
拐
事
件
に
い
た
っ
て
は
、

１
０
０
０
倍

１
０
０
０
倍
に
も
な
る
こ
と
も
、

に
も
な
る
こ
と
も
、

事
実
で
あ
る
。

事
実
で
あ
る
。

父
を
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
人
、

父
を
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
人
、

母
を
日
本
人
に
持
つ

母
を
日
本
人
に
持
つ

ボ
ク
シ
ン
グ
の

ボ
ク
シ
ン
グ
の

ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ト
級
の

ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ト
級
の

元
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

元
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

細
川
バ
レ
ン
タ
イ
ン
氏
は
、

細
川
バ
レ
ン
タ
イ
ン
氏
は
、

こ
う
語
っ
て
い
る
。

こ
う
語
っ
て
い
る
。

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で

高
速
道
路
を
走
っ
た
ら
、

必
ず
人
の
手
や
人
の
足
が

落
ち
て
い
る
。
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た
と
え
ば
お
腹
が
空
い
て
、

ひ
も
じ
く
て
、

ト
マ
ト
を
盗
ん
だ
場
合
、

市
場
の
大
勢
の
人
々
が
、

盗
み
を
犯
し
た
者
を

捕
ま
え
て
、

皆
で
ボ
コ
ボ
コ
に
し
て
、

タ
イ
ヤ
を
体
の
上
か
ら

は
め
て
焼
き
殺
す
。

3 03 0



し
か
も
焼
か
れ
た
死
体
は
、

あ
え
て
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
、

見
せ
し
め
に
す
る
。

警
察
が
盗
ん
だ
犯
人
を

射
殺
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、

し
か
し
民
衆
が

犯
人
を
捕
ま
え
て
殺
し
て
も
、

た
だ
警
察
は
横
で

見
て
い
る
だ
け
だ
。
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「
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
」

と
い
う
タ
イ
な
ど
を
は
じ
め
、

東
南
ア
ジ
ア
で

広
く
利
用
さ
れ
て
い
る

三
輪
自
動
バ
イ
ク
が
あ
る
が
、

「
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
」
の

後
部
座
席
に
女
性
が
乗
っ
て

カ
バ
ン
を
持
っ
て
い
た
ら
、

腕
ご
と
切
ら
れ
て
、

盗
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
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「
こ
う
し
た
一
連
の
話
を
知
れ
ば
、

「
こ
う
し
た
一
連
の
話
を
知
れ
ば
、

「
高
速
道
路
を
走
る
と

「
高
速
道
路
を
走
る
と

人
の
手
や
足
が
落
ち
て
い
る
」

人
の
手
や
足
が
落
ち
て
い
る
」

と
い
う
話
の
意
味
が
理
解
で
き
る
。

と
い
う
話
の
意
味
が
理
解
で
き
る
。

教
育
水
準
、
経
済
事
情
が
、

教
育
水
準
、
経
済
事
情
が
、

あ
ま
り
に
も
違
い
過
ぎ
る
の
だ
。

あ
ま
り
に
も
違
い
過
ぎ
る
の
だ
。

細
川
バ
レ
ン
タ
イ
ン
氏
曰
く
、

細
川
バ
レ
ン
タ
イ
ン
氏
曰
く
、

ク
ル
ド
人
の
ヤ
バ
さ
が

ク
ル
ド
人
の
ヤ
バ
さ
が
「
１
」

「
１
」
な
ら
、

な
ら
、

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
人
の
ヤ
バ
さ
は

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
人
の
ヤ
バ
さ
は

「
１
０
０
」

「
１
０
０
」
だ
と
い
う
。

だ
と
い
う
。
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1. 貧困をなくそう1. 貧困をなくそう
8. 働きがいも経済成長も8. 働きがいも経済成長も
10. 人や国の不平等をなくそう10. 人や国の不平等をなくそう
　　❼計画に基づき良く管理された❼計画に基づき良く管理された移民政策の実施移民政策の実施などをなどを
       通じて、秩序のとれた、安全で規則的かつ責任ある       通じて、秩序のとれた、安全で規則的かつ責任ある
       移住や流動性を促進する。       移住や流動性を促進する。

た
と
え
ば
、

た
と
え
ば
、

国
連
が
推
奨
す
る

国
連
が
推
奨
す
る
『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』

『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』
も
、
も
、

世
界
の

世
界
の
「
移
民
」「
難
民
」
の
問
題

「
移
民
」「
難
民
」
の
問
題
にに

深
く
関
係
し
て
い
る
。

深
く
関
係
し
て
い
る
。

し
か
し
世
界
は
今
、

し
か
し
世
界
は
今
、

移
民
を
推
進
す
る
流
れ
に
あ
る
。

移
民
を
推
進
す
る
流
れ
に
あ
る
。
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彼
は
、

彼
は
、

『『Replacem
ent M

igration 
Replacem

ent M
igration 

  （
代
替
移
民
）』

（
代
替
移
民
）』

と
題
さ
れ
た
国
連
報
告
書

と
題
さ
れ
た
国
連
報
告
書

の
中
で
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。

の
中
で
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。

日
本
は
毎
年
、

日
本
は
毎
年
、

数
十
万
の
移
民
を

数
十
万
の
移
民
を

受
け
入
れ
る
べ
き
だ
。

受
け
入
れ
る
べ
き
だ
。

「
日
本
人
は

「
日
本
人
は

  
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
ば
か
り

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
ば
か
り

  

だ
か
ら
、
ま
ず
殴
れ
」

だ
か
ら
、
ま
ず
殴
れ
」

と
述
べ
た
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
同
様
、

と
述
べ
た
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
同
様
、

ア
メ
リ
カ
政
界
で
、

ア
メ
リ
カ
政
界
で
、

多
大
な
権
力
を
持
っ
て
い
た
の
が
、

多
大
な
権
力
を
持
っ
て
い
た
の
が
、

ズ
ビ
グ
ネ
フ
・
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
だ
が
、

ズ
ビ
グ
ネ
フ
・
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
だ
が
、

実
は
こ
の
問
題
の
陰
で
、

実
は
こ
の
問
題
の
陰
で
、

暗
躍
を
続
け
て
き
た
の
が
、

暗
躍
を
続
け
て
き
た
の
が
、

「
自
己
資
産
２
兆
円
」
と
言
わ
れ
る

「
自
己
資
産
２
兆
円
」
と
言
わ
れ
る

世
界
最
大
の
投
資
家

世
界
最
大
の
投
資
家

ジ
ョ
ー
ジ
・
ソ
ロ
ス
で
あ
る
。

ジ
ョ
ー
ジ
・
ソ
ロ
ス
で
あ
る
。

世
界
で
は
今
、

世
界
で
は
今
、

「
難
民
」、「
移
民
」
が
、

「
難
民
」、「
移
民
」
が
、

大
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、

大
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
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ジ
ョ
ー
ジ
・
ソ
ロ
ス
の

ジ
ョ
ー
ジ
・
ソ
ロ
ス
の

『
オ
ー
プ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
財
団
』
が
、

『
オ
ー
プ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
財
団
』
が
、

「
人
権
」
と
い
う
美
名
を
謳
い
文
句
に
、

「
人
権
」
と
い
う
美
名
を
謳
い
文
句
に
、

難
民
・
不
法
移
民
の
支
援
を

難
民
・
不
法
移
民
の
支
援
を

行
っ
て
き
た
わ
け
だ
が
、

行
っ
て
き
た
わ
け
だ
が
、

国
境
の
存
在
は

国
境
の
存
在
は

邪
魔
者
で
あ
り
、

邪
魔
者
で
あ
り
、

国
境
を
撤
廃
し
て

国
境
を
撤
廃
し
て

人
々
が
欧
州
に
入
れ
る

人
々
が
欧
州
に
入
れ
る

よ
う
に
す
べ
き
だ
。

よ
う
に
す
べ
き
だ
。

彼
は
こ
う
述
べ
て
い
た
。

彼
は
こ
う
述
べ
て
い
た
。
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ソ
ロ
ス
が
設
立
し
た

ソ
ロ
ス
が
設
立
し
た

『
オ
ー
プ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
財
団
』

『
オ
ー
プ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
財
団
』

こ
そ
、
世
界
中
に
お
け
る

こ
そ
、
世
界
中
に
お
け
る

移
民
・
難
民
問
題
の
背
後
で

移
民
・
難
民
問
題
の
背
後
で

暗
躍
し
て
き
た
。

暗
躍
し
て
き
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
首
都
ロ
ン
ド
ン
で
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
首
都
ロ
ン
ド
ン
で
は
、

す
で
に
移
民
は
４
割
と
な
り
、

す
で
に
移
民
は
４
割
と
な
り
、

も
は
や
崩
壊
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

も
は
や
崩
壊
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

そ
の
証
拠
に
、

そ
の
証
拠
に
、

ロ
ン
ド
ン
市
長
の

ロ
ン
ド
ン
市
長
の

サ
デ
ィ
ク
・
カ
ー
ン
氏
は
、

サ
デ
ィ
ク
・
カ
ー
ン
氏
は
、

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の

首
都
の
市
長
に
当
選
し
た

首
都
の
市
長
に
当
選
し
た

初
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
る
。

初
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
る
。

ソ
ロ
ス
財
団
か
ら

ソ
ロ
ス
財
団
か
ら

多
額
の
支
援
を
受
け
て
い
る

多
額
の
支
援
を
受
け
て
い
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
マ
ム
ダ
ニ
も
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
マ
ム
ダ
ニ
も
、

こ
う
述
べ
て
い
る
。

こ
う
述
べ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
今
後
も

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
今
後
も

移
民
の
街
で
あ
り
続
け
ま
す
。

移
民
の
街
で
あ
り
続
け
ま
す
。

移
民
が
築
い
た
街
で
、

移
民
が
築
い
た
街
で
、

移
民
が
そ
の
原
動
力
と
な
る

移
民
が
そ
の
原
動
力
と
な
る

街
で
あ
り
続
け
ま
す
。

街
で
あ
り
続
け
ま
す
。
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す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

移
民
の
増
加
と
関
連
し
て

移
民
の
増
加
と
関
連
し
て

レ
イ
プ
や
性
犯
罪
の
報
告
数
が

レ
イ
プ
や
性
犯
罪
の
報
告
数
が

増
加
し
て
い
る
。

増
加
し
て
い
る
。

特
に
移
民
や
難
民
に
寛
容
な

特
に
移
民
や
難
民
に
寛
容
な

「
人
道
大
国
」
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、

「
人
道
大
国
」
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、

レ
イ
プ
の
報
告
発
生
率
が

レ
イ
プ
の
報
告
発
生
率
が

非
常
に
高
く
な
り
、

非
常
に
高
く
な
り
、

日
本
の

日
本
の
６
３
倍

６
３
倍
で
あ
る
。

で
あ
る
。

そ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て

そ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て

２
０
２
４
年
９
月
、

２
０
２
４
年
９
月
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
は
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
は
、

帰
国
を
自
主
的
に
決
め
た

帰
国
を
自
主
的
に
決
め
た

移
民
に
対
し
て
、

移
民
に
対
し
て
、

１
人
当
た
り
最
大

１
人
当
た
り
最
大

３
５
万
ク
ロ
ー
ナ

３
５
万
ク
ロ
ー
ナ
（
約
（
約490

490

万
円
）

万
円
）
をを

給
付
す
る
新
制
度
を
発
表
し
た
。

給
付
す
る
新
制
度
を
発
表
し
た
。
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イ
ス
ラ
ム
の
教
え
で
は

イ
ス
ラ
ム
の
教
え
で
は

レ
イ
プ
は
重
罪
だ
が
、
し
か
し

レ
イ
プ
は
重
罪
だ
が
、
し
か
し

「
シ
ャ
ー
リ
ア
法

「
シ
ャ
ー
リ
ア
法
（
イ
ス
ラ
ム
法
）

（
イ
ス
ラ
ム
法
）」」

の
解
釈
は
難
し
く
、

の
解
釈
は
難
し
く
、

レ
イ
プ
さ
れ
た
被
害
者
女
性
が
、

レ
イ
プ
さ
れ
た
被
害
者
女
性
が
、

逆
に
罰
せ
ら
れ
た
事
例
だ
っ
て
あ
る
。

逆
に
罰
せ
ら
れ
た
事
例
だ
っ
て
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
男
尊
女
卑
の
思
想
が
強
い
、

な
ぜ
な
ら
男
尊
女
卑
の
思
想
が
強
い
、

イ
ス
ラ
ム
教
で
は
、

イ
ス
ラ
ム
教
で
は
、

女
性
が
レ
イ
プ
さ
れ
た
場
合
、

女
性
が
レ
イ
プ
さ
れ
た
場
合
、

少
な
く
と
も
４
人
の

少
な
く
と
も
４
人
の

男
性
ム
ス
リ
ム
の

男
性
ム
ス
リ
ム
の

証
人
が
必
要
と
さ
れ
る
か
ら
だ
。

証
人
が
必
要
と
さ
れ
る
か
ら
だ
。

そ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、

そ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、

カ
ナ
ダ
に
住
む
イ
ス
ラ
ム
系

カ
ナ
ダ
に
住
む
イ
ス
ラ
ム
系

タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、

タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、

女
性
客
に
対
し
て
、

女
性
客
に
対
し
て
、

信
じ
ら
れ
な
い
発
言
を
し
て
、

信
じ
ら
れ
な
い
発
言
を
し
て
、

世
界
中
を
驚
か
せ
た
。

世
界
中
を
驚
か
せ
た
。

も
し
パ
キ
ス
タ
ン
に
い
た
ら
、

も
し
パ
キ
ス
タ
ン
に
い
た
ら
、

あ
な
た
を
誘
拐
し
て

あ
な
た
を
誘
拐
し
て

レ
イ
プ
す
る
だ
ろ
う
。

レ
イ
プ
す
る
だ
ろ
う
。

カ
ナ
ダ
に
い
る
か
ら
、

カ
ナ
ダ
に
い
る
か
ら
、

そ
れ
は
出
来
な
い
け
ど
ね
。

そ
れ
は
出
来
な
い
け
ど
ね
。
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２
０
２
１
年
８
月
１
４
日
、

２
０
２
１
年
８
月
１
４
日
、

パ
キ
ス
タ
ン
で

パ
キ
ス
タ
ン
で

数
百
人
の
群
衆
の
男
た
ち
が
、

数
百
人
の
群
衆
の
男
た
ち
が
、

女
性
女
性TikToker

TikToker

を
性
的
暴
行
す
る

を
性
的
暴
行
す
る

事
件
が
起
こ
り
、

事
件
が
起
こ
り
、

１
２
６
人
が
逮
捕
さ
れ
た
。

１
２
６
人
が
逮
捕
さ
れ
た
。

彼
ら
は
私
を
裸
に
し
、

彼
ら
は
私
を
裸
に
し
、

性
的
暴
行
を
し
て
き
た
。

性
的
暴
行
を
し
て
き
た
。

そ
し
て
遊
び
半
分
で

そ
し
て
遊
び
半
分
で

私
を
引
っ
張
っ
た
り

私
を
引
っ
張
っ
た
り

放
り
投
げ
て
、

放
り
投
げ
て
、

こ
の
仕
打
ち
は
、

こ
の
仕
打
ち
は
、

二
時
間
半
も
の
間
続
い
た
。

二
時
間
半
も
の
間
続
い
た
。

「
性
的
テ
ロ

「
性
的
テ
ロ
」」
と
言
え
る
。

と
言
え
る
。

早
く
シ
ャ
リ
ー
ア
法
を

早
く
シ
ャ
リ
ー
ア
法
を

国
の
法
律
に
せ
よ
！

国
の
法
律
に
せ
よ
！

い
ず
れ
人
数
の

い
ず
れ
人
数
の

多
さ
か
ら

多
さ
か
ら

必
ず
そ
う
な
る
！

必
ず
そ
う
な
る
！

そ
れ
で
も
、

そ
れ
で
も
、

移
民
が
増
え
た
地
域
で
は
、

移
民
が
増
え
た
地
域
で
は
、

ム
ス
リ
ム
た
ち
が

ム
ス
リ
ム
た
ち
が

シ
ャ
ー
リ
ア
法
を
法
律
に

シ
ャ
ー
リ
ア
法
を
法
律
に

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
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す
で
に
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

す
で
に
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

新
生
児
で
最
も
多
い
名
前
は
、

新
生
児
で
最
も
多
い
名
前
は
、

「
ム
ハ
ン
マ
ド
」
と
な
っ
て
い
る
。

「
ム
ハ
ン
マ
ド
」
と
な
っ
て
い
る
。

同
じ
こ
と
は
、

同
じ
こ
と
は
、

デ
ン
マ
ー
ク
で
も
起
き
て
お
り
、

デ
ン
マ
ー
ク
で
も
起
き
て
お
り
、

デ
ン
マ
ー
ク
人
は
口
に
す
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
人
は
口
に
す
る
。

「
デ
ン
マ
ー
ク
は
も
う
終
わ
っ
た
」

「
デ
ン
マ
ー
ク
は
も
う
終
わ
っ
た
」
※埼玉県戸田市の市議会議員 河合雄介氏の動画で、※埼玉県戸田市の市議会議員 河合雄介氏の動画で、
　デンマーク人はそう語った。　デンマーク人はそう語った。4 14 1



も
ち
ろ
ん
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
に
は
、

も
ち
ろ
ん
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
に
は
、

何
も
罪
は
な
い
。

何
も
罪
は
な
い
。

た
だ
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
日
本
も
、

た
だ
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
日
本
も
、

イ
ギ
リ
ス
や
デ
ン
マ
ー
ク
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
、

イ
ギ
リ
ス
や
デ
ン
マ
ー
ク
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
、

同
じ
未
来
が
待
ち
受
け
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

同
じ
未
来
が
待
ち
受
け
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

た
と
え
ば
名
古
屋
市
で
、

た
と
え
ば
名
古
屋
市
で
、

朝
の
通
勤
途
中
の
２
８
歳
の
女
性
が
、

朝
の
通
勤
途
中
の
２
８
歳
の
女
性
が
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
人
の
男
に
襲
わ
れ
て
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
人
の
男
に
襲
わ
れ
て
、

女
性
の
叫
び
声
を
聴
い
た
通
行
人
が

女
性
の
叫
び
声
を
聴
い
た
通
行
人
が

１
１
０
番
通
報
す
る
と
い
う

１
１
０
番
通
報
す
る
と
い
う

恐
ろ
し
い
事
件
が
起
き
た
。

恐
ろ
し
い
事
件
が
起
き
た
。

や
め
て
、
嫌
！

や
め
て
、
嫌
！
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こ
の
ま
ま
「
移
民
問
題
」
を

こ
の
ま
ま
「
移
民
問
題
」
を

放
置
し
て
い
た
ら
、

放
置
し
て
い
た
ら
、

日
本
が
欧
米
諸
国
と

日
本
が
欧
米
諸
国
と

同
じ
状
況
に
な
る
の
は
、

同
じ
状
況
に
な
る
の
は
、

も
は
や
歴
然
で
あ
り
、

も
は
や
歴
然
で
あ
り
、

そ
れ
は
つ
ま
り
、

そ
れ
は
つ
ま
り
、

私
た
ち
は

私
た
ち
は
常
に
常
に
、、

レ
イ
プ
、
強
盗
、
傷
害
な
ど
、

レ
イ
プ
、
強
盗
、
傷
害
な
ど
、

身
の
危
険
を
感
じ
て

身
の
危
険
を
感
じ
て
、、

い
つ
も
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て

い
つ
も
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
、、

生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
、

生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
、

と
い
う
こ
と
だ
。

と
い
う
こ
と
だ
。
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海
外
か
ら
日
本
に
旅
行
に
来
て
、

海
外
か
ら
日
本
に
旅
行
に
来
て
、

一
様
に
口
を
揃
え
て
述
べ
る

一
様
に
口
を
揃
え
て
述
べ
る

感
想
が
あ
る
。

感
想
が
あ
る
。

ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
な
く
、

ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
な
く
、

こ
ん
な
に
街
が
キ
レ
イ
な
ん
て
、

こ
ん
な
に
街
が
キ
レ
イ
な
ん
て
、

祖
国
で
は
考
え
ら
れ
な
い
！

祖
国
で
は
考
え
ら
れ
な
い
！

な
ん
で
日
本
は
こ
ん
な
に

な
ん
で
日
本
は
こ
ん
な
に

平
和
で
安
全
な
の
？

平
和
で
安
全
な
の
？

自
分
の
国
に
帰
る
が
、

自
分
の
国
に
帰
る
が
、

も
う
嫌
に
な
っ
た
！

も
う
嫌
に
な
っ
た
！

日
本
人
は
皆
、

日
本
人
は
皆
、

観
光
客
に
優
し
く
て

観
光
客
に
優
し
く
て

と
て
も
親
切
！

と
て
も
親
切
！

生
ま
れ
て
初
め
て
、

生
ま
れ
て
初
め
て
、

夜
の
街
を
イ
ヤ
ホ
ン
つ
け
て
、

夜
の
街
を
イ
ヤ
ホ
ン
つ
け
て
、

ス
マ
ホ
見
な
が
ら
散
歩
し
た
！

ス
マ
ホ
見
な
が
ら
散
歩
し
た
！
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ち
な
み
に
外
国
の

ち
な
み
に
外
国
の

方
々
が
、

方
々
が
、

口
を
揃
え
て
、

口
を
揃
え
て
、

日
本
に
一
番
驚
い
て
い
る
の
は
、

日
本
に
一
番
驚
い
て
い
る
の
は
、

ト
イ
レ
の
キ
レ
イ
さ
と
充
実
で
あ
る
。

ト
イ
レ
の
キ
レ
イ
さ
と
充
実
で
あ
る
。

夜
で
も
女
性
が

夜
で
も
女
性
が

イ
ヤ
ホ
ン
を
つ
け
て

イ
ヤ
ホ
ン
を
つ
け
て

ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
き
る
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
き
る
、

小
学
生
が
黄
色
い
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
、

小
学
生
が
黄
色
い
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
送
り
迎
え
無
し
に
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
送
り
迎
え
無
し
に
、

安
心
し
て
登
下
校
で
き
る
、

安
心
し
て
登
下
校
で
き
る
、
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レ
ス
ト
ラ
ン
に
入
っ
て

レ
ス
ト
ラ
ン
に
入
っ
て

荷
物
を
椅
子
の
下
の
カ
ゴ
に

荷
物
を
椅
子
の
下
の
カ
ゴ
に

安
心
し
て
置
い
て
お
け
る
、

安
心
し
て
置
い
て
お
け
る
、

夜
中
に
お
腹
が
空
い
た
ら

夜
中
に
お
腹
が
空
い
た
ら

朝
ま
で
我
慢
す
る
こ
と
な
く
、

朝
ま
で
我
慢
す
る
こ
と
な
く
、

牛
丼
が
食
べ
ら
れ
る
、

牛
丼
が
食
べ
ら
れ
る
、

自
販
機
で
真
夜
中
で
も

自
販
機
で
真
夜
中
で
も

ジ
ュ
ー
ス
が
買
え
る
、

ジ
ュ
ー
ス
が
買
え
る
、

こ
ん
な
日
本
で
は
、

こ
ん
な
日
本
で
は
、

ご
く
ご
く
当
た
り
前
な
光
景
で
も
、

ご
く
ご
く
当
た
り
前
な
光
景
で
も
、

実
は
世
界
か
ら
す
れ
ば

実
は
世
界
か
ら
す
れ
ば
奇
跡
奇
跡
で
あ
り
、

で
あ
り
、

そ
の
そ
の
奇
跡
奇
跡
が
今
、

が
今
、

移
民
や
不
法
難
民
に
よ
っ
て
、

移
民
や
不
法
難
民
に
よ
っ
て
、

少
し
ず
つ
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

少
し
ず
つ
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
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日
本
で
移
民
を
推
進
し
て
い
る

日
本
で
移
民
を
推
進
し
て
い
る

『
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
ｉ

『
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
ｉ

  （
外
国
人
材
共
生
支
援
全
国
協
会
）

（
外
国
人
材
共
生
支
援
全
国
協
会
）』』

と
い
う
組
織
が
あ
り
、

と
い
う
組
織
が
あ
り
、

こ
の
「
エ
ジ
プ
ト
合
意
」
は
、

こ
の
「
エ
ジ
プ
ト
合
意
」
は
、

「
エ
ジ
プ
ト
移
民
受
け
入
れ
」

「
エ
ジ
プ
ト
移
民
受
け
入
れ
」

そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、

そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、

移
民
受
け
入
れ
促
進
に
つ
な
が
る
。

移
民
受
け
入
れ
促
進
に
つ
な
が
る
。

す
で
に
小
池
百
合
子

す
で
に
小
池
百
合
子

東
京
都
知
事
は
、

東
京
都
知
事
は
、

エ
ジ
プ
ト
人
の
就
労
協
力
を

エ
ジ
プ
ト
人
の
就
労
協
力
を

合
意
し
て
い
る
。

合
意
し
て
い
る
。

こ
の
組
織
が
、

こ
の
組
織
が
、

『
全
国
知
事
会
』
と
連
携
し
て
、

『
全
国
知
事
会
』
と
連
携
し
て
、

移
民
を
増
や
す
流
れ
が
あ
る
。

移
民
を
増
や
す
流
れ
が
あ
る
。

し
か
も
日
本
政
府
が
推
し
進
め
る

し
か
も
日
本
政
府
が
推
し
進
め
る

移
民
政
策
に
は
、

移
民
政
策
に
は
、

「
ト
ロ
イ
の
木
馬
」

「
ト
ロ
イ
の
木
馬
」
の
よ
う
に

の
よ
う
に

別
の
危
険
性
も
持
っ
て
い
る
。

別
の
危
険
性
も
持
っ
て
い
る
。

トロイの木馬とは、トロイア戦争の際、ギリシャが、トロイの木馬とは、トロイア戦争の際、ギリシャが、
木馬に兵を隠して敵国を陥落させた木馬のことである。木馬に兵を隠して敵国を陥落させた木馬のことである。4 74 7



ち
な
み
に
エ
ジ
プ
ト
で

ち
な
み
に
エ
ジ
プ
ト
で

最
も
多
い
名
前
も
、

最
も
多
い
名
前
も
、

「
ム
ハ
ン
マ
ド
」
で
あ
る
か
ら
、

「
ム
ハ
ン
マ
ド
」
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
ま
ま
で
は

こ
の
ま
ま
で
は

日
本
の
新
生
児
で
最
も
多
い
名
前
も

日
本
の
新
生
児
で
最
も
多
い
名
前
も

「
ム
ハ
ン
マ
ド
」
と
な
り
、

「
ム
ハ
ン
マ
ド
」
と
な
り
、

も
し
、
そ
う
な
れ
ば
、

も
し
、
そ
う
な
れ
ば
、

日
本
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
よ
う
に
、

日
本
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
よ
う
に
、

レ
イ
プ
が
激
増
す
る
か
、

レ
イ
プ
が
激
増
す
る
か
、

そ
う
な
る
と

そ
う
な
る
と

い
ず
れ
は
日
本
で
も
、

い
ず
れ
は
日
本
で
も
、

「
シ
ャ
ー
リ
ア
法
を
法
律
に
！
」

「
シ
ャ
ー
リ
ア
法
を
法
律
に
！
」

と
い
う
声
も
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の

と
い
う
声
も
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の

中
か
ら
出
て
く
る
だ
ろ
う
し
、

中
か
ら
出
て
く
る
だ
ろ
う
し
、

あ
る
い
は
そ
う
な
っ
て
か
ら
後
、

あ
る
い
は
そ
う
な
っ
て
か
ら
後
、

莫
大
な
お
金
を
使
っ
て
、

莫
大
な
お
金
を
使
っ
て
、

イ
ス
ラ
ム
教
徒
に

イ
ス
ラ
ム
教
徒
に

自
主
帰
国
を
促
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

自
主
帰
国
を
促
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
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結
論
か
ら
言
っ
て
、

結
論
か
ら
言
っ
て
、

先
の
大
戦
は

先
の
大
戦
は

日
本
の
侵
略
戦
争
な
ど
で
は
な
く
、

日
本
の
侵
略
戦
争
な
ど
で
は
な
く
、

む
し
ろ
日
本
が
、

む
し
ろ
日
本
が
、

ア
メ
リ
カ
の
金
融
経
済
を
も

ア
メ
リ
カ
の
金
融
経
済
を
も

食
い
物
に
し
て
い
る
、

食
い
物
に
し
て
い
る
、

ア
メ
リ
カ
で
は
、

ア
メ
リ
カ
で
は
、

子
ど
も
の
ホ
ー
ム
レ
ス
も
い
れ
ば
、

子
ど
も
の
ホ
ー
ム
レ
ス
も
い
れ
ば
、

金
融
エ
リ
ー
ト
に
よ
っ
て
、

金
融
エ
リ
ー
ト
に
よ
っ
て
、

ア
メ
リ
カ
の
金
融
経
済
が

ア
メ
リ
カ
の
金
融
経
済
が

食
い
荒
ら
さ
れ
て
き
た
か
ら
だ
。

食
い
荒
ら
さ
れ
て
き
た
か
ら
だ
。

金
融
エ
リ
ー
ト
た
ち
に
よ
っ
て
、

金
融
エ
リ
ー
ト
た
ち
に
よ
っ
て
、

金
融
的
に
侵
略
さ
れ
た
と
言
え
る
。

金
融
的
に
侵
略
さ
れ
た
と
言
え
る
。

ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
で

ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
で

暮
す
人
も
激
増
し
て
い
る
の
は
、

暮
す
人
も
激
増
し
て
い
る
の
は
、
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そ
し
て
世
界
的
な
権
力
を
持
つ

そ
し
て
世
界
的
な
権
力
を
持
つ

金
融
エ
リ
ー
ト
た
ち
は
、

金
融
エ
リ
ー
ト
た
ち
は
、

日
本
を
最
終
的
な
破
壊
に

日
本
を
最
終
的
な
破
壊
に

取
り
掛
か
っ
て
い
る
し
、

取
り
掛
か
っ
て
い
る
し
、

ま
た
「
戦
わ
ず
に
勝
つ
」
と
い
う

ま
た
「
戦
わ
ず
に
勝
つ
」
と
い
う

『
孫
子
の
兵
法
』
の
も
と
、

『
孫
子
の
兵
法
』
の
も
と
、

中
国
共
産
党
に
よ
っ
て
、

中
国
共
産
党
に
よ
っ
て
、

日
本
は
滅
び
の
危
機
を
迎
え
て
い
る
。

日
本
は
滅
び
の
危
機
を
迎
え
て
い
る
。

中
国
が
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を

中
国
が
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を

追
い
抜
い
た
と
言
っ
て
も
、

追
い
抜
い
た
と
言
っ
て
も
、

中
国
に
は
未
だ
に

中
国
に
は
未
だ
に

貧
し
い
人
は
多
く
、

貧
し
い
人
は
多
く
、

「
豊
か
な
日
本
で
働
き
た
い
」

「
豊
か
な
日
本
で
働
き
た
い
」

と
願
う
中
国
人
は
多
い
。

と
願
う
中
国
人
は
多
い
。

中
国
の
若
者
の
失
業
率
は
２
０
％
、

中
国
の
若
者
の
失
業
率
は
２
０
％
、

失
業
者
は
２
億
人
と
言
わ
れ
る
。

失
業
者
は
２
億
人
と
言
わ
れ
る
。
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ま
た
「
戦
わ
ず
に
勝
つ
」
と
い
う

ま
た
「
戦
わ
ず
に
勝
つ
」
と
い
う

『
孫
子
の
兵
法
』
の
も
と
、

『
孫
子
の
兵
法
』
の
も
と
、

中
国
共
産
党
に
よ
っ
て
、

中
国
共
産
党
に
よ
っ
て
、

日
本
は
滅
び
の
危
機
を
迎
え
て
い
る
。

日
本
は
滅
び
の
危
機
を
迎
え
て
い
る
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

大
量
の
中
国
人
が

大
量
の
中
国
人
が

日
本
に
押
し
か
け
て
来
な
い
よ
う
、

日
本
に
押
し
か
け
て
来
な
い
よ
う
、

か
つ
て
の
日
本
は
、

か
つ
て
の
日
本
は
、

年
収
２
５
万
元

年
収
２
５
万
元

（
約
３
４
０
万
円
）

（
約
３
４
０
万
円
）
以
上
の

以
上
の

富
裕
層
の
中
国
人
、

富
裕
層
の
中
国
人
、

約
１
６
０
万
人
に
し
か
、

約
１
６
０
万
人
に
し
か
、

入
国
ビ
ザ
を
発
行
し
て
な
か
っ
た
。

入
国
ビ
ザ
を
発
行
し
て
な
か
っ
た
。

し
か
し
２
０
１
０
年
７
月
１
日
、

し
か
し
２
０
１
０
年
７
月
１
日
、

民
主
党
政
権
は
、

民
主
党
政
権
は
、

ビ
ザ
の
規
制
緩
和
を
行
っ
た
。

ビ
ザ
の
規
制
緩
和
を
行
っ
た
。

そ
れ
ま
で
の
２
５
０
倍
、

そ
れ
ま
で
の
２
５
０
倍
、

４
億
人
が
来
日
可
能
に
な
っ
た
の
だ
。

４
億
人
が
来
日
可
能
に
な
っ
た
の
だ
。

こ
れ
に
よ
っ
て
月
収
５
万
円
程
度
の

こ
れ
に
よ
っ
て
月
収
５
万
円
程
度
の

中
間
層
の
中
国
人
で
も
、

中
間
層
の
中
国
人
で
も
、

日
本
に
来
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日
本
に
来
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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し
か
も
日
本
が
ビ
ザ
の
規
制
緩
和
を

し
か
も
日
本
が
ビ
ザ
の
規
制
緩
和
を

行
っ
た
同
じ
２
０
１
０
年
７
月
１
日
、

行
っ
た
同
じ
２
０
１
０
年
７
月
１
日
、

中
国
政
府
は

中
国
政
府
は
「
国
防
総
動
員
法
」

「
国
防
総
動
員
法
」

な
る
法
律
を
作
っ
た
。

な
る
法
律
を
作
っ
た
。

中
国
に
は
こ
の

中
国
に
は
こ
の
「
国
防
動
員
法
」

「
国
防
動
員
法
」

と
い
う
法
律
が
あ
る
た
め
、

と
い
う
法
律
が
あ
る
た
め
、

も
し
も
中
国
政
府
が

も
し
も
中
国
政
府
が

「
有
事
だ
」

「
有
事
だ
」
と
判
断
し
た
場
合
、

と
判
断
し
た
場
合
、

全
世
界
に
い
る

全
世
界
に
い
る

約
１
３
億
人
の
中
国
人
は
、

約
１
３
億
人
の
中
国
人
は
、

中
国
の
軍
隊
の
一
員
と
な
っ
て

中
国
の
軍
隊
の
一
員
と
な
っ
て

立
ち
上
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

立
ち
上
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
中
国
に
あ
る

ま
た
中
国
に
あ
る

「
国
家
情
報
法
」

「
国
家
情
報
法
」
に
よ
っ
て
、

に
よ
っ
て
、

全
世
界
の
中
国
人
は
常
に
、

全
世
界
の
中
国
人
は
常
に
、

中
国
政
府
の
情
報
収
集
活
動
に
、

中
国
政
府
の
情
報
収
集
活
動
に
、

協
力
す
る
こ
と
が

協
力
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
も
い
る
。

義
務
付
け
ら
れ
て
も
い
る
。
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中
国
の
李り

ほ
う鵬
元
首
相
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

キ
ー
テ
ィ
ン
グ
元
首
相

と
の
会
談
で
、

次
の
よ
う
に
述
べ
た
と
い
う
。

今
の
日
本
の
繁
栄
は

一
時
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、

し
ょ
せ
ん
は

徒あ
だ
ば
な花
に
し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
そ
の
繁
栄
を

作
っ
て
き
た
日
本
人
が
、

も
う
す
ぐ
こ
の
世
か
ら

い
な
く
な
る
か
ら
で
す
。

20
年
、
30
年
も
し
た
ら
、

日
本
は
国
と
し
て
は
存
在

し
て
い
な
い
で
し
ょ
う
。
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ま
た
『
孫
子
の
兵
法
』
に
は
、

ま
た
『
孫
子
の
兵
法
』
に
は
、

こ
ん
な
言
葉
も
あ
る
。

こ
ん
な
言
葉
も
あ
る
。

「
始
め
は

「
始
め
は
処処し
ょ
じ
ょ

し
ょ
じ
ょ女女
の
如
し
、

の
如
し
、

  

敵
人
、
戸
を
開
く
、

敵
人
、
戸
を
開
く
、

後
に
は

後
に
は
脱脱だ
っ
と

だ
っ
と兎兎

の
如
し
、

の
如
し
、

敵
人
、
防
ぐ
に
及
ば
ず
」

敵
人
、
防
ぐ
に
及
ば
ず
」

つ
ま
り

つ
ま
り

「
最
初
は
優
し
い
顔
を
し
て
、

「
最
初
は
優
し
い
顔
を
し
て
、

  

相
手
を
油
断
さ
せ
て
、

相
手
を
油
断
さ
せ
て
、
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し
か
し
相
手
が
扉
を
開
い
た
ら
、

し
か
し
相
手
が
扉
を
開
い
た
ら
、

一
斉
に
敵
陣
に
な
だ
れ
込
ん
で
、

一
斉
に
敵
陣
に
な
だ
れ
込
ん
で
、

二
度
と
扉
を
閉
め
さ
せ
は
し
な
い
」

二
度
と
扉
を
閉
め
さ
せ
は
し
な
い
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。

と
い
う
意
味
で
あ
る
。

そ
れ
は
ま
さ
し
く

そ
れ
は
ま
さ
し
く

中
国
が
最
も
得
意
と
す
る

中
国
が
最
も
得
意
と
す
る

「
人
海
戦
術
」

「
人
海
戦
術
」
で
あ
る
。

で
あ
る
。

「
人
海
戦
術
」
と
は
、

「
人
海
戦
術
」
と
は
、

人
間
の
波
、

人
間
の
波
、

人
間
の
海
に
よ
っ
て
、

人
間
の
海
に
よ
っ
て
、

敵
国
を
押
し
つ
ぶ
す
戦
術
で
あ
る
。

敵
国
を
押
し
つ
ぶ
す
戦
術
で
あ
る
。 5 55 5



そ
し
て
、

そ
し
て
、

中
国
移
民
も
激
増
す
る
中
、

中
国
移
民
も
激
増
す
る
中
、

２
０
２
５
年
１
２
月
、

２
０
２
５
年
１
２
月
、

こ
の
男
は
、

こ
の
男
は
、

１
丁
３
０
０
０
円
程
度
の
、

１
丁
３
０
０
０
円
程
度
の
、

激
安
価
格
で
、

激
安
価
格
で
、

拳
銃
を
販
売
し
て
い
た
と
い
う
。

拳
銃
を
販
売
し
て
い
た
と
い
う
。

ま
た
オ
モ
チ
ャ
で
あ
り
な
が
ら
も
、

ま
た
オ
モ
チ
ャ
で
あ
り
な
が
ら
も
、

本
物
の
拳
銃
と
同
様
に
、

本
物
の
拳
銃
と
同
様
に
、

殺
傷
能
力
を
持
つ
銃
が
、

殺
傷
能
力
を
持
つ
銃
が
、

ク
レ
ー
ン
ゲ
ー
ム
の
景
品
で
、

ク
レ
ー
ン
ゲ
ー
ム
の
景
品
で
、

日
本
国
内
に
出
回
っ
て
、

日
本
国
内
に
出
回
っ
て
、

騒
ぎ
に
も
な
っ
て
お
り
、

騒
ぎ
に
も
な
っ
て
お
り
、

そ
の
数
は
１
万
６
０
０
０
丁
で
あ
る
。

そ
の
数
は
１
万
６
０
０
０
丁
で
あ
る
。

中
国
か
ら
日
本
に

中
国
か
ら
日
本
に

拳
銃
２
４
丁
を
持
ち
込
ん
だ
男
が
、

拳
銃
２
４
丁
を
持
ち
込
ん
だ
男
が
、

逮
捕
さ
れ
た
。

逮
捕
さ
れ
た
。
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し
か
し
な
ぜ
多
く
の
日
本
人
が
、

し
か
し
な
ぜ
多
く
の
日
本
人
が
、

こ
う
し
た
問
題
を

こ
う
し
た
問
題
を

ほ
と
ん
ど
何
も
知
ら
ず
、

ほ
と
ん
ど
何
も
知
ら
ず
、

１
９
７
２
年
に

１
９
７
２
年
に

過
激
派
な
若
者
た
ち
に
よ
っ
て
、

過
激
派
な
若
者
た
ち
に
よ
っ
て
、

死
者
は
警
官
２
名
、
民
間
人
１
名
、

死
者
は
警
官
２
名
、
民
間
人
１
名
、

負
傷
者
数
２
６
名
を
出
す

負
傷
者
数
２
６
名
を
出
す

「
あ
さ
ま
山
荘
事
件
」

「
あ
さ
ま
山
荘
事
件
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
起
こ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
起
こ
っ
た
。

こ
の
事
件
以
来
、
日
本
で
は

こ
の
事
件
以
来
、
日
本
で
は

「
政
治
に
関
心
を
持
つ
こ
と
は
バ
カ
」

「
政
治
に
関
心
を
持
つ
こ
と
は
バ
カ
」、、

と
い
う
レ
ッ
テ
ル
が

と
い
う
レ
ッ
テ
ル
が

貼
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

貼
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

少
し
も
危
機
感
を
抱
く
こ
と
な
く
、

少
し
も
危
機
感
を
抱
く
こ
と
な
く
、

平
穏
に
暮
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

平
穏
に
暮
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
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し
か
し
日
本
が
滅
び
の
危
機
を

し
か
し
日
本
が
滅
び
の
危
機
を

迎
え
て
い
る
今
、

迎
え
て
い
る
今
、

少
し
も
政
治
に
関
心
を
持
た
ず
、

少
し
も
政
治
に
関
心
を
持
た
ず
、

『
移
民
政
策
』

『
移
民
政
策
』
を
無
言
の
ま
ま

を
無
言
の
ま
ま

受
け
入
れ
る
こ
と
こ
そ

受
け
入
れ
る
こ
と
こ
そ

愚
か
な
行
為

愚
か
な
行
為
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

な
ぜ
な
ら
、

な
ぜ
な
ら
、

女
性
が
襲
わ
れ
て
い
た
ら
助
け
る
、

女
性
が
襲
わ
れ
て
い
た
ら
助
け
る
、

た
と
え
そ
れ
が
で
き
な
く
て
も
、

た
と
え
そ
れ
が
で
き
な
く
て
も
、

通
報
す
る
こ
と
く
ら
い
な
ら
ば

通
報
す
る
こ
と
く
ら
い
な
ら
ば

誰
だ
っ
て
で
き
る
、

誰
だ
っ
て
で
き
る
、

そ
れ
が

そ
れ
が
人
間
と
し
て
の
生
き
方

人
間
と
し
て
の
生
き
方
だ
が
、

だ
が
、

し
か
し
そ
う
い
っ
た

し
か
し
そ
う
い
っ
た

出
来
事
が
当
然
と
な
っ
て
し
ま
う
、

出
来
事
が
当
然
と
な
っ
て
し
ま
う
、

悲
惨
な
未
来

悲
惨
な
未
来
が
訪
れ
る
前
に
、

が
訪
れ
る
前
に
、

勇
気
を
も
っ
て
行
動
を
起
こ
し
、

勇
気
を
も
っ
て
行
動
を
起
こ
し
、

別
の
未
来
を
築
き
上
げ
る
こ
と
こ
そ
、

別
の
未
来
を
築
き
上
げ
る
こ
と
こ
そ
、

賢
く
て
正
し
い
生
き
方
だ
か
ら
だ
。

賢
く
て
正
し
い
生
き
方
だ
か
ら
だ
。

5 85 8



そ
し
て
こ
の
漫
画
の
本
編
の
ほ
う
で
、

そ
し
て
こ
の
漫
画
の
本
編
の
ほ
う
で
、

詳
し
く
述
べ
て
い
る
が
、

詳
し
く
述
べ
て
い
る
が
、

日
本
を
金
融
植
民
地
に
し
て
い
る
、

日
本
を
金
融
植
民
地
に
し
て
い
る
、

金
融
エ
リ
ー
ト
た
ち
に
よ
っ
て
、

金
融
エ
リ
ー
ト
た
ち
に
よ
っ
て
、

あ
え
て
日
本
人
は
政
治
に
対
し
て
、

あ
え
て
日
本
人
は
政
治
に
対
し
て
、

「
無
関
心
」

「
無
関
心
」

に
さ
せ
ら
れ
て
き
た
の
だ
。

に
さ
せ
ら
れ
て
き
た
の
だ
。

我
々
日
本
国
民
の

我
々
日
本
国
民
の
「
意
識
」

「
意
識
」
は
、
は
、

意
図
的
に
国
家
と
か
、

意
図
的
に
国
家
と
か
、

政
治
と
か
、
経
済
と
か
、

政
治
と
か
、
経
済
と
か
、

そ
う
い
っ
た
も
の
か
ら
切
り
離
さ
れ
、

そ
う
い
っ
た
も
の
か
ら
切
り
離
さ
れ
、

そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
、

そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
、

ス
ク
リ
ー
ン
（
映
画
・
テ
レ
ビ
）、

ス
ク
リ
ー
ン
（
映
画
・
テ
レ
ビ
）、

セ
ッ
ク
ス
（
性
文
化
）
へ
と

セ
ッ
ク
ス
（
性
文
化
）
へ
と

「
意
識
」

「
意
識
」
を
結
び
付
け
ら
れ
て
、

を
結
び
付
け
ら
れ
て
、
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そ
し
て
日
本
人
の

そ
し
て
日
本
人
の
「
意
識
」

「
意
識
」
が
、
が
、

国
家
と
か
、

国
家
と
か
、

政
治
と
か
、
経
済
な
ど
に

政
治
と
か
、
経
済
な
ど
に

向
い
て
い
な
け
れ
ば
、

向
い
て
い
な
け
れ
ば
、

当
然
な
が
ら
、

当
然
な
が
ら
、

そ
れ
ら
の

そ
れ
ら
の
「
知
識
」

「
知
識
」
をを

聞
い
て
も
頭
に
は
残
ら
ず
、

聞
い
て
も
頭
に
は
残
ら
ず
、

増
え
て
も
い
か
な
い
。

増
え
て
も
い
か
な
い
。

た
と
え
ば
誰
か
の
こ
と
が
好
き
で
、

た
と
え
ば
誰
か
の
こ
と
が
好
き
で
、

相
手
に

相
手
に
「
関
心
」

「
関
心
」
が
あ
れ
ば
、

が
あ
れ
ば
、

誕
生
日
か
ら
趣
味
か
ら
、

誕
生
日
か
ら
趣
味
か
ら
、

好
き
な
食
べ
物
や
音
楽
ま
で
、

好
き
な
食
べ
物
や
音
楽
ま
で
、

「
知
識
」

「
知
識
」
は
自
然
と
増
え
て
い
く
。

は
自
然
と
増
え
て
い
く
。

趣
味
か
ら
好
き
な
食
べ
物
、

趣
味
か
ら
好
き
な
食
べ
物
、

い
ろ
い
ろ
と
聞
か
さ
れ
て
も
、

い
ろ
い
ろ
と
聞
か
さ
れ
て
も
、

そ
れ
ら
の

そ
れ
ら
の
「
知
識
」

「
知
識
」
は
、
は
、

右
か
ら
左
に
は
流
れ
て
い
く
。

右
か
ら
左
に
は
流
れ
て
い
く
。

逆
に
相
手
の
こ
と
が
、

逆
に
相
手
の
こ
と
が
、

特
別
に
好
き
で
は
な
く
、

特
別
に
好
き
で
は
な
く
、

特
に
特
に
「
関
心
」
が

「
関
心
」
が
無
け
れ
ば
、

無
け
れ
ば
、
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「
関
心
」

「
関
心
」
を
持
つ
こ
と
こ
そ
が
、

を
持
つ
こ
と
こ
そ
が
、

「
知
識
」

「
知
識
」
を
増
や
し
、

を
増
や
し
、

し
か
し
イ
ン
ド
の
聖
女

し
か
し
イ
ン
ド
の
聖
女

マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
は
言
う
。

マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
は
言
う
。

愛
の
反
対
は
憎
悪
で
は
な
く
、

愛
の
反
対
は
憎
悪
で
は
な
く
、

「
無
関
心
」

「
無
関
心
」
で
す
。

で
す
。

相
手
に
対
し
て
、

相
手
に
対
し
て
、

「
関
心
」

「
関
心
」
を
持
つ
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

を
持
つ
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

つ
ま
り

つ
ま
り

日
本
の
本
当
の
問
題
は
結
局
、

日
本
の
本
当
の
問
題
は
結
局
、

「
愛
」

「
愛
」
で
あ
る
。

で
あ
る
。

そ
の
た
め
政
治
に
お
い
て
、

そ
の
た
め
政
治
に
お
い
て
、

ど
う
ど
う
「
判
断
」

「
判
断
」
を
し
た
ら

を
し
た
ら

良
い
の
か
分
か
ら
な
い
。

良
い
の
か
分
か
ら
な
い
。

し
か
し
日
本
人
は
今
、

し
か
し
日
本
人
は
今
、

政
治
に

政
治
に
「
関
心
」

「
関
心
」
が
無
い
か
ら

が
無
い
か
ら

政
治
の

政
治
の
「「
知
識
」

「「
知
識
」
は
乏
し
く
、

は
乏
し
く
、

そ
し
て

そ
し
て

「
正
し
い
判
断
力
」

「
正
し
い
判
断
力
」
を
与
え
る
。

を
与
え
る
。

真
実
の
愛

真
実
の
愛
と
は
、

と
は
、

相
手
か
ら
奪
う
も
の
で
は
な
く
、

相
手
か
ら
奪
う
も
の
で
は
な
く
、

相
手
に
与
え
る
も
の
だ
か
ら
、

相
手
に
与
え
る
も
の
だ
か
ら
、
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「
政
治
に
対
し
て
、

「
政
治
に
対
し
て
、

  

無
関
心
で
生
き
る
こ
と
の
ほ
う
が
、

無
関
心
で
生
き
る
こ
と
の
ほ
う
が
、

  

愛
の
心
が
乏
し
く

愛
の
心
が
乏
し
く  

自
己
中
心
的
で
、

自
己
中
心
的
で
、

  

本
当
は
カ
ッ
コ
悪
く
て
、

本
当
は
カ
ッ
コ
悪
く
て
、

実
は
政
治
に
関
心
を
持
っ
て
、

実
は
政
治
に
関
心
を
持
っ
て
、

知
識
を
増
や
し
、

知
識
を
増
や
し
、

仲
間
を
も
増
や
し
、

仲
間
を
も
増
や
し
、

そ
し
て
仲
間
と
共
に

そ
し
て
仲
間
と
共
に

愛
と
勇
気
の
心
で
も
っ
て

愛
と
勇
気
の
心
で
も
っ
て

行
動
す
る
こ
と
こ
そ
、

行
動
す
る
こ
と
こ
そ
、

日
本
人
は
今
、

日
本
人
は
今
、

「
意
識
」

「
意
識
」
を
変
え
て
、

を
変
え
て
、

「
価
値
観
」

「
価
値
観
」
を
も
を
も

変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
す
な
わ
ち
、

そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
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一
人
一
人
が
正
義
の
ヒ
ー
ロ
ー
に

一
人
一
人
が
正
義
の
ヒ
ー
ロ
ー
に

な
ら
な
け
れ
ば
、

な
ら
な
け
れ
ば
、

日
本
は
確
実
に
滅
び
る
だ
ろ
う
。

日
本
は
確
実
に
滅
び
る
だ
ろ
う
。

本
当
は
カ
ッ
コ
良
く
て
、

本
当
は
カ
ッ
コ
良
く
て
、

正
義
に
則
し
た
生
き
方
で
あ
る
」

正
義
に
則
し
た
生
き
方
で
あ
る
」

こ
う
し
た
正
し
い
価
値
観
を
、

こ
う
し
た
正
し
い
価
値
観
を
、

築
き
上
げ
て
、

築
き
上
げ
て
、

だ
か
ら
こ
そ
、

だ
か
ら
こ
そ
、

無
料
で
読
め
る
の
で
、

無
料
で
読
め
る
の
で
、

こ
の
漫
画
の
続
き
を

こ
の
漫
画
の
続
き
を

ど
う
か
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

ど
う
か
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

漫画漫画

日本卍日本卍
リベンジャーズリベンジャーズ

無料公開
真実を知りたい方は
コチラから
↓↓
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序章

日本卍日本卍
リベンジャーズリベンジャーズ

漫画


